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資料５ 

令和６年度 第４回 下野市地域自立支援協議会                  

下野市障がい児者相談支援センター 活動報告 
 
 

１．相談支援事業者連絡会 

 
（１）令和６年１１月１５日（水）１５：００〜１６：３０／国分寺公民館２０３会議室／８名参加 

① 市障がい児者相談支援センターによる市内事業所の巡回結果を共有 
② 就労選択支援（令和７年１０月〜）について 

◆概要の確認 
◆利用者が適切にステップアップを図れるように、相談支援専門員としてサポートが必要 

③ 介護保険への移行・併用ケースで困った事例 
◆併用ケースでトータルマネジメントの責任の所在が曖昧になった 
◆介護保険優先の原則について、ケアマネが理解していない場合がある 

④ 情報共有・意見交換 
◆自死ケースについて 

 
（２）令和７年１月１５日（水）１５：００〜１６：３０／市庁舎２０３会議室／４名参加 

① 介護保険への移行・併用ケースで困った事例 
◆介護保険のサービス利用で自己負担が発生することに、本人が納得できない。 
◆ケアマネの動きを知ることと、自分の相談支援専門員としての役割を伝えることが難し

かった。 
② 情報共有・意見交換 

◆就労 B の在宅利用について 
◆ヘルパーの人手不足について 

 

２．令和６年度 下野市介護保険・障がい福祉合同研修会 

（主催：下野市障がい児者相談支援センター・地域包括支援センター連絡会） 
【日 時】令和７年２月１９日（水）１３：３０〜１４：３０ 
【場 所】市庁舎３０３・３０４会議室 
【参加者数】５３名（ケアマネ、相談支援専門員） 
【目 的】◆６５歳で障がい福祉サービスから介護保険サービスへ移行する流れについて学ぶ 

◆「移行のてびき」の周知 
【内 容】◆架空事例を用いて、併用給付、上乗せ給付のそれぞれのパターンを確認 

◆質疑応答 
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３．精神保健福祉家族会 

【日 時】令和７年１月２３日（木）１３：３０〜１５：００ 
【場 所】市庁舎２０１会議室 
【参加者数】４名 
【内 容】◆近況報告 

◆経験の共有（本人との接し方、距離の取り方など） 
◆精神障がい者の旅客運賃割引（令和７年４月〜）について 

 
 
 

４．受理ケース・地域課題検討会議で把握された地域課題（１１月〜２月） 

① 就労 
◆気軽に就業体験ができる機会があるとよい。 
◆就労希望で相談があった場合の判断材料として、栃木障害者職業センターの適性検査は有効

な指標となるが、基本的にハローワークの推薦がなければ利用できない。 
 
② 人材育成 

◆職員の支援技術や、本人に対する障がい理解が不十分な事業所がある。 
◆障がい分野も高齢分野も、ヘルパーが不足している。 

 
③ その他 

◆グループホームの費用が高額。 
◆家族が退院に反対し、精神科の入院が長期化するケースがある。 
◆年末年始等、長期休み中のセーフティネット拠点の確保が必要。 



種別 添付 名称 所在地 開所 備考

グループ
ホーム

○ ゆめイロ
壬生町
壬生丁

R7年8月
そらイロ（就労B）と同じ蔵の街運送(株)が運営。
定員は男女各6名。

グループ
ホーム

ソーシャルインクルーホーム
小山横倉

小山市
大字横倉

R7年3月
日中サービス支援型。短期入所併設。
定員は男女各10名。

就労B ○
龍興寺交流センター
ひびき

下野市
薬師寺

R7年1月
旧薬師寺小跡地。
施設の貸し出し・管理、ふれあいサロン運営等。

生活介護 ○
ありがとうの花
真岡事業所

真岡市
田町

R7年3月
特浴あり。送迎30分圏内可。
千葉県野田市に本社。

児発・放デイ
生活介護

（筑西市のNPO法人きなりが開所
予定）

下野市柴 R7年5月頃 定員5名。

新規事業所


